
目

次

告

示

○
児
童
福
祉
法
に
よ
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqq（
障
害
福
祉
課
）
…
一

○
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
漁
獲
共
済
加
入
義
務
の
発
生
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
水
産
振
興
課
）
…
一

○
都
市
計
画
事
業
計
画
の
変
更
認
可
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
都
市
計
画
課
）
…
二

公

告

○
青
森
県
の
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画
の
変
更

の
公
表
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
水
産
振
興
課
）
…
二

○
建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
中
南
地
域

県

民

局
）
…
五

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
名
称
等
の
公
表
qqqqqqqqqqqqqqq（
事

務

局
）
…
五

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
qqq（

同

）
…
五

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
六

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
の
公
表
qqqqqqqqq（

同

）
…
六

○
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三
分
の
一
の

数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万

に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数

が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）（

同

）
…
六

監
査
委
員

○
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
事

務

局
）
…
七

告

示

青
森
県
告
示
第
二
百
四
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
障
害
児
通
所
支
援
事
業
を
行
う
者
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五

の
二
十
四
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者

障
害
児
通

所
支
援
の

種
類

障
害
児
通
所
支
援
事
業
を
行

う
事
業
所

指

定

年
月
日

名

称

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

社
会
福
祉
法

人
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
虹
八
戸
市
大
字
尻
内

町
字
鴨
ケ
池
一
一

七
の
一

放
課
後
等

デ
イ
サ
ー

ビ
ス

三
戸
郡
地
域

生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

三
戸
郡
五
戸
町
字

市
川
道
十
文
字
一

の
一
六

平
成
三〇･
四･
一

青
森
県
告
示
第
二
百
五
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次

の
発
起
人
が
求
め
た
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
同
意
が
同
項
に
規
定
す
る

要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

区

域

区

分

青
森
県
報
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第
四
千
四
百
二
十
六
号

平
成
三
十
年

三
月
十
九
日

（
月
曜
日
）



下
北
郡
東
通
村
大
字
野
牛
字

ノ
平
一
の
二
五
二

吉
田

秩
夫

下
北
郡
東
通
村
大
字
野
牛
字

ノ
平
五
六
の
四

中
野

一
雄

野
牛
区
域

野
牛
漁
業
協
同

組
合
の
地
区

総
ト
ン
数
十
ト
ン

未
満
の
漁
船
に
よ

り
行
う
漁
業

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
沢
辺
字
沢
辺
一
二
沖
見

一
男

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
沢
辺
字
沢
辺
三
八
神
馬

達
雄

新
深
浦
町
第
四
区

域
新
深
浦
町
漁
業

協
同
組
合
の
地

区
の
う
ち
、
大

字
沢
辺
の
区
域

総
ト
ン
数
十
ト
ン

未
満
の
漁
船
に
よ

り
行
う
漁
業

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
岩
崎
字
玉
坂
三
六
須
藤

広
志

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
岩
崎
字
丸
山
三
七

勢
州
谷

武
夫

新
深
浦
町
第
五
区

域
新
深
浦
町
漁
業

協
同
組
合
の
地

区
の
う
ち
、
大

字
岩
崎
及
び
大

字
松
神
の
区
域

総
ト
ン
数
十
ト
ン

未
満
の
漁
船
に
よ

り
行
う
漁
業
で

あ
っ
て
、
主
と
し

て
た
ら
刺
網
漁
業

青
森
県
告
示
第
二
百
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
浪
岡
都
市

計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
平
成
三
十
年
三
月
八
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

施
行
者
の
名
称

青
森
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類

浪
岡
都
市
計
画
下
水
道
事
業

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

な
し

２

使
用
の
部
分

都
市
計
画
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
青
森
県
告
示
第
百
四
十

四
号
）
の
事
業
地
に
変
更
な
し
。

公

告

青
森
県
の
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画
の
変
更
の
公
表

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
四
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
、
青
森
県
の
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画
（
平
成
三
十
年
一

月
十
七
日
公
表
）
の
全
部
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

有
限
会
社
長
尾
工
務
店

二

代
表
者
の
氏
名

長
尾
桂
子

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

平
川
市
町
居
南
田
一
六
四
の
一
一

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
九
）
第
一
三
四
三
六
号

五

取
消
年
月
日

平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、
管
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
三
十
年
二
月
十
五
日
前
記
建
設
業
者
が
合
併
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
以
外
の
事
由
に

よ
り
解
散
し
た
こ
と
が
、
届
出
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第

一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
の
三

の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
の
設
立

の
届
出
の
あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
を
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

政
党
の
支
部

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者

氏

名

主
た
る

事
務
所
の

所
在
地

公
職
の

種

類

（
第
一

号
）

一
以
上
の

市
町
村
等

の
区
域
を

単
位
と
し

て
設
け
ら

れ
る
支
部

届

出

年
月
日

自
由
民
主

党
青
森
県

第
一
選
挙

区
支
部

江
渡

聡
徳

中
野
渡
勇
治

む
つ
市
大

湊
浜
町
九

の
二
四

衆
議
院

議
員

○

平
成
三〇･
二･一三

政
党
以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の

名

称

代

表

者

氏

名

会
計
責
任
者

氏

名

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

届

出

年
月
日

石
山
た
か
し
後
援

会

杉
間

修
一

石
山

豊

弘
前
市
大
字
小
沢
字

広
野
一
〇
の
一

平
成
三〇･
二･
六

桜
田
ひ
ろ
し
後
援

会

白
取

浩
史

鈴
木

俊
一

弘
前
市
大
字
若
葉
二

丁
目
一
の
五
二

三〇･
二･
七

紀
星
会

櫻
田

宏

鈴
木

俊
一

弘
前
市
大
字
若
葉
二

丁
目
一
の
五
二

三〇･
二･
七

備
考

従
来
、
自
由
民
主
党
青
森
県
第
一
選
挙
区
支
部
は
総
務
大
臣
に
届
出
が
さ
れ
て
い
た
が
、
青

森
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出
す
べ
き
政
治
団
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
政
治
団
体
か
ら
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯
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政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

（
代
表
者
氏
名
）

異
動
事
項

新

旧

異

動

年
月
日

自
由
民
主
党
青
森
県

衆
議
院
比
例
区
第
一

支
部
（
津
島

淳
）

政
治
団
体
の

名
称

自
由
民
主
党
青
森

県
衆
議
院
比
例
区

第
一
支
部

自
由
民
主
党
青
森

県
第
一
選
挙
区
支

部

平
成
三〇･
二･一三

政
党
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

（
代
表
者
氏
名
）

異
動
事
項

新

旧

異

動

年
月
日

笹
倉
健
後
援
会

（
笹
倉

剛
）

代

表

者

笹
倉

剛

沼
山

福
之
助

平
成
三〇･
二･
六

山
本
弥
一
後
援
会

（
山
本

高
久
）

代

表

者

山
本

高
久

北
村

和
哉

二九･
八･
一

高
橋
修
一
後
援
会

（
岡
村

恒
一
）

代

表

者

岡
村

恒
一

福
士

義
昭

三〇･
一･
三

畑
山
聡
後
援
会

（
菊
池

晃
）

代

表

者

菊
池

晃

秋
本

博

三〇･
二･一六

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
上
野

大
地
）

代

表

者

上
野

大
地

小
田

直
樹

三〇･
二･一六

蛯
名
鉱
治
後
援
会

（
乙
供

吾
一
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

上
北
郡
東
北
町
大

字
上
野
字
上
野
一

一
六
の
五

上
北
郡
東
北
町
上

北
北
三
丁
目
三
三

の
一
二
六

三〇･
二･二一

八
嶋
隆
後
援
会

（
小
柴

茂
）

会
計
責
任
者

竹
原

敬
裕

大
向

庸
敬

三〇･
二･二〇

備
考

従
来
、
自
由
民
主
党
青
森
県
衆
議
院
比
例
区
第
一
支
部
は
青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出

が
さ
れ
て
い
た
が
、
総
務
大
臣
に
届
出
す
べ
き
政
治
団
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
政
治
団
体
か
ら
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

政
党
以
外
の
政
治
団
体

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
氏
名

解
散
年
月
日

阿
部
利
行
後
援
会

駒
嶺

剛
一

平
成
二九･一二･三一

福
士
の
ぶ
ゆ
き
後
援
会

工
藤

美
和
子

三〇･
一･三一

幸
福
実
現
党
青
森
第
四
選
挙
区
支
部

三
国

佑
貴

二九･一二･三一

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資

金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等

を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
（
代
表
者
）

の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名

称

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

指

定

年
月
日

櫻
田

宏

弘
前
市
長

紀
星
会

弘
前
市
大
字
若
葉
二

丁
目
一
の
五
二

平
成
三〇･
二･
一

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
三
号

平
成
三
十
年
三
月
一
日
現
在
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三

分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え

る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
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数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
）
を
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
五

項
並
び
に
こ
れ
を
準
用
す
る
同
法
第
七
十
五
条
第
五
項
、
第
七
十
六
条
第
四
項
、
第
八
十
条
第
四

項
、
第
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
十
六
条
第
四
項
（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

一

県
議
会
議
員
及
び
県
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数

二
二
、
四
六
三

人

二

県
議
会
議
員
及
び
県
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

二
四
〇
、
三
八
九

人

三

県
議
会
議
員
の
各
選
挙
区
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

東
津
軽
郡
選
挙
区

六
、
九
三
七

人

西
津
軽
郡
選
挙
区

五
、
六
三
四

人

南
津
軽
郡
選
挙
区

六
、
六
一
五

人

北
津
軽
郡
選
挙
区

七
、
八
六
六

人

上
北
郡
選
挙
区

二
八
、
〇
九
二

人

三
戸
郡
選
挙
区

二
〇
、
〇
四
四

人

青
森
市
選
挙
区

八
一
、
九
八
六

人

弘
前
市
選
挙
区

五
〇
、
二
七
三

人

八
戸
市
選
挙
区

六
五
、
六
一
七

人

黒
石
市
選
挙
区

九
、
七
九
四

人

五
所
川
原
市
選
挙
区

一
九
、
五
一
五

人

十
和
田
市
選
挙
区

一
七
、
七
二
四

人

三
沢
市
選
挙
区

一
一
、
〇
二
八

人

む
つ
市
選
挙
区

二
一
、
五
四
五

人

つ
が
る
市
選
挙
区

九
、
六
六
二

人

平
川
市
選
挙
区

一
二
、
〇
四
三

人

監

査

委

員

監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表

平
成
30年
２
月
16日
付
け
青
森
県
報
号
外
第
７
号
で
公
表
し
た
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
、
青
森
県
知
事
及
び
青
森
県

教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す

る
。

平
成
30年
３
月
19日

青
森
県
監
査
委
員

須
藤
光
昭

同
川
嶋
由
紀
子

同
藤
川
友
信

同
工
藤
義
春

監
査
箇
所
名

監
査
結
果

措
置
の
内
容

公
立
大
学
法
人
青
森
県
立

保
健
大
学

共
通
自
動
車
乗
車
券

の
使
用
が
適
正
で
な
い

も
の
が
あ
る
。

共
通
自
動
車
乗
車
券
取
扱
基
準
を

明
文
化
し
、
職
員
に
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
必
要
な
事
務

手
続
を
行
い
是
正
し
た
。

郵
便
切
手
の
使
途
が

不
明
と
な
っ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。

郵
便
物
の
発
送
に
は
切
手
を
用
い

な
い
後
納
郵
便
に
よ
る
こ
と
を
原
則

と
し
た
こ
と
、
発
送
依
頼
時
に
提
出

す
る
郵
便
切
手
類
払
出
票
の
様
式
を

改
正
し
、
発
送
依
頼
者
が
自
署
す
る

こ
と
と
し
た
こ
と
、
及
び
発
送
時
に

は
複
数
職
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
発
送
事
務
の
適
正

化
を
図
っ
て
い
る
。

公
益
財
団
法
人
２
１
あ
お

も
り
産
業
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー

設
備
貸
与
事
業
及
び

機
械
類
貸
与
事
業
の
未

収
金
の
解
消
に
努
め
る

こ
と
。

平
成
26年
度
の
委
員
監
査
に
お
い

て
も
、
設
備
貸
与
事
業
及
び
機
械
類

貸
与
事
業
の
未
収
金
に
つ
い
て
指
摘

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
企
業
訪
問
の

強
化
や
貸
倒
償
却
を
進
め
、
未
収
金

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
28年
度
の
未
収

金
は
145,587千

円
と
、
前
回
の
監
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査
対
象
で
あ
る
平
成
25年

度
か
ら

110,423千
円
の
減
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
未
収
金

の
残
高
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的

な
企
業
訪
問
や
電
話
等
で
の
状
況
把

握
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
年

１
回
の
定
期
督
促
や
納
入
通
知
書
の

送
付
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

ま
た
、
四
半
期
毎
に
未
収
企
業
対

応
検
討
会
議
を
開
催
し
、
返
済
状
況

や
企
業
訪
問
等
の
結
果
等
に
つ
い
て

情
報
共
有
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
再
生
支
援
協
議
会
な
ど
の
活
用
を

促
し
な
が
ら
、
企
業
経
営
の
再
生
支

援
と
併
せ
計
画
的
な
債
権
回
収
に
努

め
る
。
回
収
不
能
な
未
収
金
に
つ
い
て

は
、
未
収
債
権
管
理
規
程
に
基
づ

き
、
計
画
的
な
貸
倒
償
却
に
努
め

る
。加
え
て
、
新
た
な
未
収
金
の
発
生

防
止
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
正
常
先
の
企
業
に
対
し
て

も
、
貸
与
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

し
て
、
引
き
続
き
設
備
利
用
状
況
調

査
や
企
業
訪
問
を
実
施
し
、
経
営
状

況
等
の
把
握
に
努
め
る
。

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
み
さ
わ

外
注
費
に
お
い
て
、

決
裁
を
得
ず
に
委
託
契

約
を
締
結
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
。

今
後
は
起
案
・
決
裁
の
手
続
を
徹

底
す
る
ほ
か
、
支
払
手
続
時
に
根
拠

と
な
る
決
裁
済
み
文
書
を
確
認
の

上
、
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

備
品
の
廃
棄
処
分
が

遅
延
し
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
る
。

指
定
管
理
者
は
、
実
際
の
廃
棄
の

目
途
が
立
っ
て
か
ら
県
に
対
す
る
協

議
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

県
は
、
協
議
済
み
備
品
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
後
の
処
理
に
つ
い
て
毎

月
末
指
定
管
理
者
に
確
認
す
る
ほ

か
、
四
半
期
に
１
度
行
う
運
営
協
議

会
に
お
い
て
、
報
告
や
廃
棄
処
理
の

漏
れ
が
無
い
か
確
認
す
る
。

三
八
五
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト

指
定
管
理
団
体
に
係

る
諸
規
程
に
つ
い
て
、

未
整
備
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
あ
る
。

未
整
備
と
な
っ
て
い
た
諸
規
程
を

整
備
し
た
。

ま
た
、
生
涯
学
習
課
で
は
、
指
定

管
理
者
に
対
し
、
財
務
事
務
を
適
正

に
執
行
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

Ｔ
Ｔ
Ｈ
Ａ
グ
ル
ー
プ

現
金
の
取
扱
い
が
適

正
で
な
い
も
の
が
あ

る
。

指
定
管
理
事
業
者
事
業
経
理
規
則

に
基
づ
き
、
入
場
料
収
入
に
つ
い

て
、
現
地
統
括
管
理
者
ま
た
は
現
地

統
括
管
理
者
の
代
理
者
が
確
認
の

上
、
日
々
専
用
口
座
へ
入
金
す
る
こ

と
を
徹
底
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る

こ
と
と
し
た
。
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